
梅雨の季節になりました。天と地が雨でつながる……。雨が降る

から晴れが来る……。物事は考えようだといつも思います。

先日、日本臨床細胞学会に参加してきました。 口腔がん検診の

無料ブースがありましたので、診てもらいました。 口腔がんは、早

期発見できれば90％以上が治りますが、そもそも気にしたことがな

かったので、「このあたりに舌がんが出てくるのですよ」と指導を受

けながら検診していただき、問題なしと言われてホッ。と同時に、

口腔がんは歯科医が担当しているのだと知りました。歯医者さんに

行かなければいけないなと思いました。

特別講演では、衆議院議員の野田聖子さんが、女性固有のがんに

ついて検診のあり方をお話ししてくださり、女性固有の疾患に対す

る国の支援として難しさがあるということを知り、驚きました。

歌手の松田陽子さんからは子宮頸がんサバイバーとしてのご自身

の壮絶な体験をお聞きし、世間の誤解や術後も一生病気と闘うこと

の大変さを痛感しました。子宮頸がんの患者さんは年間約1万人と

報告されています。初期はほとんど症状がないものの、亡くなる人

は年間約3,000人も報告されています。私も受けたことがあります

が、検査は子宮頸部細胞診ですので正直、恥ずかしいです。しかし、

もっと社会に検診を根付かせなければならないと思いました。
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